
横浜市立 日下小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
〇教職員が日ごろからあいさつについて指導をすることで、あいさつが自然にできる児童の育成を目指します。
〇特別な教科道徳の授業において、道徳的価値をしっかりと捉え、友達と高め合えるように指導します。
〇たてわり活動では、各学年のめあてを意識して活動し、自己有用感を育むとともに、他学年のよさを認め、尊重する気持ちを育てます。

担当 児童指導委員会

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

夢に向かって ともに歩み 未来を拓く 日下小学校
知：考えて よく励み やりぬく子を育てます。
徳：なかよく つよく のびゆく子を育てます。
体：健康な肩を組み 互いのいのちと体を大切にする子を育てます。
公・開：自立の意気を見せ 日本の明日を担う子を育てます。

(1）豊かに関わる児童の実態（令和７年度６学年）

横浜市全体と比較すると「自分から」あいさつをしてい
る児童の数はわずかだが下回っている。また、児童
学校評価アンケートの挨拶に関する項目では、全学
年、自己評価は低く、高学年に上がるにつれてより低
くなる。
（２）これまでの学校の取り組み状況
＜たてわり活動＞
　１年から６年までたてわりグループを作り、各グルー
プがたてわり集会、たてわり活動（遊び）で交流をし、
上学年は年下を思いやる心やリーダー性を、下学年
は感謝の心を養うことができるようなった。一年を通し
て良い活動ができたので、これを継続して豊かな心を
醸成しいていきたい。
＜YPアセスメント＞
　各クラスでYPアセスメントを前期と後期に行い、学年
ブロックで見合い、児童の実態やそれに見合った活動
を検討する。
＜あいさつ運動＞
　人権委員会を中心に挨拶を活発に行う活動を年間
を通じて行っている。
＜学校生活アンケート＞
　児童指導部主導で全児童へ学校生活についてアン
ケートを取る。その結果を共有し、いじめの認知や学
級・学年の課題を出し今後の支援・指導の方向性を
考える。

友達や教職員、地域の方々へ進んで挨拶をしたり、たてわり活動、ペア学年活動を充実
させたりして、人と人との結びつきを深め、自己肯定感を高めていく

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

○特別の教科道徳を要とし、学校の教育活動全体を通じた道徳教育
・人間としてよりよく生きる上で、道徳的価値を大切なことであると理解すると共に、実現すること
の難しさや人間の弱さなども理解する。さらに、道徳的価値に対しての感じ方、考え方は一つで
はなく、多様であるということを前提に人間理解や他者理解を深める力を育てる。
・学年の段階に応じて、自己の生き方、人間としての生き方に繋がっていく発展的な思いや課題
を見出していくことができるように、自分づくりパスポート、道徳の学習でのワークシートなどを活
用していく。また、自己の振り返りの工夫を積極的に行う。
○たてわり活動の充実、工夫
・自分のよさや友達のよさを認め合い、お互いによいところを伸ばし合えるように、たてわり活動
を工夫し、充実させて、自己有用感を高められるようにする。
・見通しをもって、年間を通して計画的にたてわり活動やペア学年活動を行っていく。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

〈自分づくりに関する力〉
〈他者との関りに関する力〉

具体化した資質・能力

・「９年間で育成を目指す資質・能力」について各校で具体的な年間計画を作成し、全職
員で共通理解を図る。
・「３つのつながり」を各校の特色をふまえて９年間のプロセスを明確にする。
・一人ひとりの教職員が「じっくり考え高め合い次につなげる確かな学び」に向けて授業
改善を図る。

下
半
期

中期取組目標
・教職員は、子どもがいきいきと自信をもって学べる学校づくりを推進します。
・地域のあいさつ運動と連携して、自ら進んであいさつができる子どもを育てます。
・たてわり活動を通して子どもが自分のよさや友達のよさを認め合い、高め合えるように寄り添った指導をします。
・地域の教育力を活用し、子どもに豊かな教育活動が提供できるようにします。
・児童指導の課題、いじめ防止について教職員で共有し、チームで対応する体制づくりを整えます。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

生きてはたらく知
〇児童が知識・技能を見付けるとともに、それらを活用して主体的に課題づくりを進めます。学年研や重点研、メ
ンター研などを軸に、同僚性を高めていきます。個別最適な学びを学年段階や児童の実態にあわせて進めます。
〇R7年度からの情報活用指導計画に沿って、系統的に指導していきます。

健やかな体
人とのつながりを大切にしながら、
運動の機会と健康保持・増進について意識を高めよう

担当 評価・重点研究委員会 担当 体育部

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

下
半
期

　

　横浜市学力・学習状況調査の結果を見ると、ほぼす
べての学年で、学力が市の平均程度・または下回る
結果となった。また、学習意識や生活意識も中・高学
年は、市の平均よりも低い学年が多かった。全体的
に、学力の低い層が、学習意識も低い傾向にある。
　R５年度から、学年１名の授業研を校内で行い、職
員同士で校内の子どもたちの学ぶ様子や教師の指導
を見合う機会を設けている。協議会で話し合ったり、
講師の先生にご指導していただいたりして、授業改善
に努めている。

自ら学び、仲間とともに高めあう日下っ子～知りたい、考えたい、伝えたい～

横浜市の平均値と比較すると、男女とも全体的に数
値は低くなっている。上体おこしや立ち幅跳びなどで
は筋力、反復横跳びでは俊敏性、２０ｍシャトルランで
は持久力に課題があると考える。グラウンドの状況な
どの影響で、外遊びができる時間が例年より減ってい
る現状もあり、児童がのびのびと体を動かす機会の
確保が減少していることも一因と考えられる。体育学
習をはじめ、運動の機会を増やすだけでなく、家庭で
も体を動かし健康体力の向上に努めることができるよ
う、学校として発信を強化していきたい。

これまでの学校の取り組み状況
＜運動委員会・集会委員会＞
・適切な運動機会の確保や意欲向上のため、「ドッジ
ボール集会」を行った。
・体幹を養うために、リズムステップを行った。

〇体育の授業づくりを工夫して行い、進んで運動に取り組める子の育成に努めます。
〇日々の体育学習や休み時間の過ごし方の指導、委員会活動などを通して積極的に運動する機会を
設定します。自分や友達とのかかわりかたや食育、健康保持について意識を高めます。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

　子どもが自分の考えをもちたくなる課題や言語活動の設定、言葉に着目して学んでいけるよう
な手立ての工夫に重点を置き、目的・相手のある言語活動を通して、課題解決的に学習するこ
とや、単元計画・ワークシート・ふりかえりの工夫などを意識しながら授業づくりを進めていく。
　また、指導案検討の前に相談会を設け、ブロックで授業検討を行うことを大切にする。相談会
を通して、授業改善のプロセスを教員同士で学んでいけるようにしたい。
　今年度も学年で一つの授業をつくり、事前授業と研究授業を行い、学年みんなで授業をつくる
ことを大切にする。昨年度は、授業者が個の見取りを丁寧に行い、座席表に子どもの学習状況
やめあてなどを記入したものを参観者に提示したため、より学校全体で、資質・能力を身に付け
ようとしている子どもの姿を協議会で語れるようになった。今年度も、子どもの姿をもとに語るこ
とを大切にする。昨年度の研究の成果や課題を意識し、今年度は、学校全体で、「自ら学び、仲
間とともに高め合う日下っ子」の研究テーマに迫るために、「子どもの主体性を育む授業」「子ど
もに委ねる授業」「個別最適な学びと協働的な学びの充実」の３つに重点をおいていく。

上
半
期

＜体育科の取り組み＞
一人ひとりが主体的に運動に取り組み、できる喜びや協力して課題を解決する楽しさを味わ
えるような授業づくりの工夫
・子どもが主体的に運動に取り組めるようなめあて学習を推進する。
・単元配列を工夫して、いろいろな運動に取り組めるよう計画を工夫する。
・自分の体の変化や成長を実感したり、けがや病気の予防について理解を深めたりできるように
養護教諭、栄養職員との連携を工夫する。
＜学校保健委員会・運動委員会・保健委員会での取り組み＞
・学校保健委員会では、「自分のからだは自分で守ろう～遠くを見つめ、視力を守る！～／ジャ
ンプでバランスのよいからだづくり」というテーマで、視力低下や姿勢悪化の改善、基礎体力の
向上を図る取り組みをしている。
・運動委員会では、前年度と引き続き、適切な運動機会の確保のために、運動集会を取り組む
予定である。


